
世界を変えた大発明

ワクチン

古くから行われてきた予防する試み

プライベートを充実させる！
仕事に趣味に活用しよう！ 
「オンライン学習」 

生涯学習の時代に向けて注目されています
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特 集

トリプルアニバーサリーイヤー

日本をもっと元気よく JAIFAはこれからも、全国の被災地支援に取り組んでいきます
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『Present』5月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。

生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください



ログイン方法が簡単に
なりました！

今すぐログイン

生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!
生命保険営業に必要な情報を学べるサイト
「JAIFA 学習帖」をぜひご活用ください !!

JAIFA学習帖

「　　　　　　 」サイト

今後もいつでも見や
すいようにホーム画面
に追加しましょう。

iPhone なら画面の下
部、iPad なら画面上
部のマークをタップ！
アンドロイドの方は ……

をタップ！
※機種により操作方法
が異なる場合があり
ます。

タップ！
※ iPhone、iPad での操作。� �
アンドロイドでは機種により操作
方法が異なる場合があります。

ホーム画面に追加 
さ れ た ア イコン
をタップすれば、
学習帖がいつでも
すぐに見られます！

毎月月初にコンテンツが追加されていきます。
●�リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用のリーフレットです）
5月追加予定：個人 No.10 会社員の所得税を納めるまでの流れをまとめ
てみましょう

●“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。実践に使えるヒントが盛り沢山です）
5月追加予定：【法人】自社株が分散、どのような問題が生じるか？

新コンテンツ

● 利用開始にあたっての会員情報入力・変更が不要となり、アクセスコード入力のみでログイン可能です。
● ログインのためのアクセスコードは、本誌 Present に掲載いたします （３か月に１回変更されます）。
● �2022 年３月以前にメールアドレス＋パスワードでログインされていた方も、お手数ですがアクセスコードの入力をお願いいたします。
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４月～６月のアクセスコード「5827」を
入力し、ログインボタンをクリック

2022 年
４月以降の

ログイン方法に
ついて

人気コンテンツ紹介
閲覧数
No.3
閲覧数
No.1
閲覧数
No.2



昭20・29・38・47・56・平2・11 昭19・28・37・46・55・平元・10 昭18・27・36・45・54・63・平9

昭17・26・35・44・53・62・平8 昭16・25・34・43・52・61・平7 昭15・24・33・42・51・60・平6

昭14・23・32・41・50・59・平5 昭13・22・31・40・49・58・平4・13 昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月のあなたは、自分の気持ちも取り巻く周囲
の環境も大事な保険月にはピントピタリなので
すが、なかなかお仕事モードに切り変えること
ができずにモタモタしてしまいます。ビジネス
運は気持ちが緩んでしまい、心は遊ぶことの方
へ流れてしまう危うい感じです。的確な判断も
でき、勘も冴えているのですから本業に力を注
ぎましょう。金銭運は何もしなくても今までの
恩恵で良好です。社交運もモテモテで最高の
人気運に支えられていますので、千客万来を仕
事に結びましょう。

離合集散の時を迎えました。今月のあなたは、相性
の良い気の上で過ごせますから気分的にも明るいで
す。自分の勘も行動も的確です。日頃から、自分一
人が好きなあなたですから、自分ファーストで動くこ
とが最良の良い時です。ビジネス運は誰からも見ら
れるような高い位置にいるので、良い事も悪い事も
一挙手一投足に注目が集まります。日頃から努力を
重ねた方々は、賞や昇給、昇格等を頂く対象になりま
す。金銭運は持ち込まれるお金ですが良好です。社
交運は復活や再会などで賑やかに展開していきます。

変化厳禁の 1ヵ月です。自分の勘所も行動も
あなたを取り巻く環境も微妙な変化の流れにあ
りますので、注意して慎重に過ごしましょう。何
かと気持ちが急いて流れを変えてしまうと、一
気に今まで蓄えた良い運気が低迷へ流れますの
で注意しましょう。ビジネス運は現状維持です。
特別ではなくても良いので、近況伺いなど顧客
訪問などをしてみましょう。違った新鮮さで喜ば
れるかもしれません。金銭運、社交運共に現状
維持です。今月は気を入れてしっかり頑張りま
しょう。

今月から盛運期に入りました。ここでは一気に
動き出すのではなくて、すべて奉仕の気持ちで
周囲に尽くす事が求められています。周りの人々
の手助けをすること自体があなたの今後の種蒔
きです。つとめて人の為になるようなスタイル
が良い成果に結ぶのです。ビジネス運は古い付
き合いを大事にしてください。特にお年寄りや
中高年の女性が味方です。今月のあなたを支援
してくださる大事な宝ですから「奉仕の心はあ
なたの宝」というようにお世話をしてあげましょ
う。社交運は家族孝行が一番です。

運気は低迷しているので、いつものような感覚
がありません。自分の考えや行動も的確です。
その上、相性の良い気で過ごしますから、気分
的に落ち着いて行動できますが、気力体力が伴
わずに色々な迷いで過ごしてしまいます。ビジ
ネス運は取り巻く周囲の方々が力を出してくれ
そうですから、本気でお願いをして紹介を出し
て貰いましょう。金銭運は当てにできないので、
無駄遣いを控えて計画的な消費にしましょう。
社交運は人気があるのですが、自ら積極的に動
けないようですから現状維持を守りましょう。

物事が整理整頓されて、あなたの願望達成す
る月を迎えました。年頭から５月節に照準を合
わせてきた人は、最高のチャンス月です。幸い
あなたを取り巻く周囲の力も惜しげなく頂ける
ときですから、鬼に金棒といった良好の時です。
ビジネス運は周囲との協調姿勢をとりながら千
客万来へと挑みましょう。金銭運は悪くはない
ので現状維持です。社交運は今年一番の人気
運です。今月のあなたへのご褒美は人脈です。
迷うことなく走りましょう。

躍進できる時を迎えました。今月のあなたは、自分の
考え方や行動が大きく外れます。その上、取り巻く周
囲もあなたの力にはなれなくて孤立無援の闘いを強
いられそうです。ビジネス運は物事が一度でうまく運
ばない時です。落ち込まないで再度トライしてみましょ
う。案外二度目が成功に導かれそうです。金銭運は
良くありませんし、無駄遣いも多く散財で赤字の暗示
です。忘れていた請求書が届いたりしますから気を付
けましょう。社交運は疎遠の友人やケンカ別れしたま
まの人達とは修復できるチャンスの1ヵ月です。

勢いが出てきました。今年度の NO.1の最高の
飛躍の1ヵ月です。闘いこそがあなたに与えられ
た今月のテーマですから、これまでの努力を力に
変えて成功ラインに乗る努力をしましょう。自分
の気は的外れですが、あなたを取り巻く周囲の
気は最高です。すべてが当てになりますので、周
囲の方々とは協力体制を敷きつつ頑張りましょう。
ビジネス運は動いて、動いて、動いて成果を上
げること。金銭運は最高の時です。運気が良い
時はその力をすべてぶつけていきましょう。社交
運は新しい出会いはありません。

勝利を得て入る運勢階段の最上階。ここでは更
に上を臨むのではなくて、今までのあり方を反
省しつつ、自分の足元をしっかり固めて強固な
内面にする為に努力しましょう。ビジネス運は
運気が良いからといって、自ら慢心するのでは
なく、謙虚に振る舞うことが良い結果になりま
す。金銭運は残念ながら、今月の働きにより来
月良好な金運になりそうです。バーゲンセール
にはツキ有りです。社交運は現状維持です。

開運★東南大吉方位～ここで営業をしましょう。
（千客万来になる、相性の良い方々と出会う開運方位）

開運★東のごく近くを散歩程度。
（ごく近くでも、真面目に取り組むと良いリズムに乗
れる開運方位）

開運★東吉方位～商談営業活動はここで。
（発展のリズムに乗れる、早めに仕上げることで効果大）

開運★東吉方位～ごく近くで営業活動を。
（目上の方々や上司からの恩恵あり、金銭運アップ）

開運★西吉方位～ここで営業活動を。
（新しい出会いから営業利益に結ぶ）

開運★西のごく近くで営業活動を。
（社交運がアップし、周囲との連携ができて成績
アップになる）

開運★開運方位がありませんので先祖供養、お墓
参りをしましょう。
（先祖供養で渋滞の流れが解消します )

開運★南吉方位～ここで活動を。
（新しい出会いが期待できる開運方位）

開運★東吉方位～商談や飲食をここで。
（再生・復興ができる、放置していた案件に光がさす）

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性
気学。人は、生まれたときの「気」によって、九つの
性に分けられます。「気」は生まれ年ごとにより違い、
それによって「本命性」が決まります。運勢に影響
を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活か
しませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。今月の運勢 2022 年 5 月節 5.5▶6.5

平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊
誌への執筆、ラジオ、テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット
上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

マダム晶子



～今年度の表紙は福岡にゆかりがある写真を掲載しています～
「河内藤園」（藤のトンネル）福岡県北九州市にある、国内外でも有名な美しい藤のトンネルが見られる。
トンネルの形で咲かせるには、毎年１月から 3 月に丁寧に剪定をする必要があるという。気温にもよ
るが、4 月下旬から 5 月初旬前後が見頃。

今月の
表 紙

	 マダム晶子の九性気学で 今日から開運
02  	 特集　第 2 回
       プライベートを充実させる！　　　　
　　　仕事に趣味に活用しよう！「オンライン学習」
06  	 連載　第 2 回
　　　世界を変えた大発明 
	 ワクチン　　　

08  	 第 85 回　ゼロから学ぶ税金講座
	 「賃上げ促進」――残念な税制
10  	 第 233 回　ありがとう生命保険		   

～中学生作文コンクール入賞作品より～
	  「生命保険を通して見えた家族への思い」
	 東京都　東京大学教育学部附属中等教育学校　1 学年　笹川 遙琉

12  	 第 62 回　社会保険 Q&A
	 任意継続か国保か――退職後の医療保険

13  	 第 122 回　桐生純子の愛され力　コミュニケーション術
	  【素敵な人がやっている小さな習慣】 

～ちょっとした一言・行動を変えてみる～
14  	 第203 回　お客様からの感謝の声	

退院後は苦労しましたが、 
家族と仲間のおかげで幸せな日々を送っています

18  	 第 134 回　思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ
60歳でiDeCoに加入。短期間では意味がない？

19    第 47 回　想いをつなぐ
	 未来ある子どもたちのためにできることを 

考え、行動に移していきます
20    第 46 回　JAIFA　VOICE	
      タオル1100 本を社会福祉協議会へ寄贈しました
21    タオル・メガネ・カード類
	 収集へご協力のお願い

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

5
/2022

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、

国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を目的とし
た生命保険募集人の公益団体であり、生命保険ファイナン
シャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors
公益社団法人 

生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2022 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

厚労省はオンライン診療を適切に行うために「新型コロナウイルス感
染症の感染拡大を踏まえたオンライン診療について」
の情報を掲載しています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/iryou/rinsyo/index_00014.html
※詳しくは厚労省のホームぺージをご参照ください。

2022 年 JAIFA は創立 60 周年を迎えます。
JAIFA は、コロナ禍を乗り越えた時代に向かってこれか
らも邁進していきます。

トリプルアニバーサリーイヤー
1962 年   創　　 　　 立 ＜ 60周年＞　
2002年   名 称 変 更 ＜ 20周年 ＞
「社団法人全日本生命保険外務員協会」から「社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会」へ

　　　　　　　　2012 年 公益社団法人認定 ＜10周年＞
トリプルアニバーサリーイヤー

新型コロナウイルス感染症予防のために

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

累計総額　5億8,054万7,852円
令和3年度 募金現在額は 1,905万 5,524円です （令和4年3月31日現在）

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

01 2022  |  May
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ば
な
い
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
場
所
や
時
間
に

関
係
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
点
で
し
ょ

う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
特
徴
か
ら
、
通

信
環
境
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
好
き
な
場
所
で
、

何
度
で
も
学
習
で
き
ま
す
。

移
動
時
の
電
車
の
中
、
カ
フ
ェ
で
過
ご
す

ち
ょ
っ
と
し
た
す
き
ま
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら
学

習
で
き
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
も
学
習
を
継
続
し

て
習
慣
づ
け
れ
ば
、
中
途
で
の
挫
折
防
止
効
果

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
関
係
な
く
学
べ

る
点
も
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
で
す
。

【
内
容
が
理
解
し
や
す
い
】

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
動
画
や
音
声
を
使
っ
て

学
ぶ
も
の
が
多
い
た
め
、
文
字
や
写
真
・
図
表

だ
け
の
テ
キ
ス
ト

学
習
よ
り
も
、
講

師
の
説
明
を
理
解

し
や
す
い
効
果
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
所
が

あ
れ
ば
、
何
度
で

も
視
聴
し
な
お
せ

る
こ
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ら
で
は
。

特
に
、
楽
器
な
ど

を
習
う
と
き
に

は
、
動
画
で
繰
り
返
し
確
認
で
き
る
の
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

【
教
育
の
質
が
均
一
化
さ
れ
る
】

対
面
で
の
学
習
で
は
、講
師
の
ス
キ
ル
に
よ
っ

て
教
育
の
質
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
、
同
じ
学
習
教
材
を
使

い
ま
す
の
で
、
教
育
の
質
は
基
本
的
に
は
均
一

と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
学
ん
で
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
で
も
、
改
訂
な
ど
の
変
更
は
簡
単

に
で
き
る
た
め
、
常
に
最
新
の
情
報
で
学
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

メリット デメリット

●時間や場所、居住地域を選ば
ず学べる

●内容が理解しやすい
●講義の質が均一化する
●通う時間や交通費の節約になる

●通信環境に左右される
●実技系の学習には向かないこと
もある

●モチベーションの維持が難しい
●電子機器の長時間視聴による
健康面の懸念

オンライン学習のメリット・デメリット
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デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
？

便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
す
が
、
一
方
で

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
押
さ
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【
通
信
環
境
や
端
末
に
影
響
さ
れ
る
】

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

基
本
で
す
。
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ

も
学
習
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
通
信
回
線
の
速
度
や
電
波
の
強
弱
な

ど
も
、
個
々
の
学
習
に
影
響
す
る
要
素
で
す
。

使
用
す
る
端
末
（
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
）
の
種
類
や
性
能
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

【
実
技
系
の
も
の
は
習
得
し
づ
ら
い
】

た
と
え
ば
、
楽
器
や
D
I
Y
な
ど
、
実
際
に

手
を
使
っ
て
技
能
を
習
得
す
る
も
の
は
、
学
ぶ

の
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
繰
り
返
し
見

ら
れ
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
映
像
の
角

度
に
よ
っ
て
は
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
も
。
そ
の

場
で
講
師
に
確
認
で
き
る
対
面
方
式
と
は
違
う

こ
と
も
想
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
持
続
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
】

学
ぶ
側
か
ら
考
え
る
と
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
学
べ
る
こ
と
で
、
学
習
を
す
す
め
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
で
一
日
の
時
間
の
使
い
方
を
考
え
て
、

必
ず
学
ぶ
時
間
を
確
保
し
な
い
と
計
画
通
り
に

進
ま
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

自
宅
学
習
で
集
中
で
き
な
い
と
き

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
、
基
本
的
に
は
自
宅
学

習
に
な
り
ま
す
が
、
人
に
よ
っ
て
は
、
一
人
で

学
習
す
る
こ
と
に
孤
独
を
感
じ
る
方
や
、
家
で

勉
強
す
る
と
つ
い
怠
け
て
し
ま
い
が
ち
と
い
う

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、「
有
料
自
習
室
」、「
レ

ン
タ
ル
自
習
室
」
等
を
利
用
し
て
み
る
の
も
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
朝
か
ら
夜
中
ま
で
開

い
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
身
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
、
職
場
の
近
く
や
自
宅

近
く
に
そ
の
よ
う
な
所
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
み

て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
料
金
プ
ラ
ン
は
、
月
会

費
を
支
払
う
完
全
会
員
制
の
も
の
か
ら
、
時
間

制
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
も
の
ま
で
幅
広
く
あ

り
ま
す
。
設
備
は
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
や
電
源
、

W
i
F
i
、
空
気
清
浄
機
等
を
常
備
し
て
お
り
、

会
社
員
を
中
心
に
高
校
生
か
ら
年
金
世
代
の

方
々
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

自
宅
で
自
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
た
と

し
て
も
、
一
人
で
勉
強
し
て
い
る
と
緊
張
感
が
な

く
な
り
、
勉
強
に
身
が
入
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
防
止
す
る
一
つ

の
面
白
い
試
み
と
し
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
自
習
室
」

を
活
用
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

種　類 ポイント

インターネット
回線

動画など通信量は多くなるため、光回線や Wi-Fi 回線
など、通信料を気にせず利用できるものを

パソコン・タブレット・
スマートフォン

見やすい大きさの端末を準備。スマホでも可能だが、
画面が小さいと視聴しづらいので移動時などに限定

ウェブ用カメラ スマホやタブレットには装備済み。パソコンは種類に
よってついていないので準備が必要

イヤホン
（マイク付き）

語学系の学習では、講師と双方向で会話することもあ
るため、マイクのついたイヤホンがあると便利

ビデオ通話アプリ ライブ配信での学習では、ZOOM や Skype などの通話ア
プリが必要になることもあるので、ダウンロードしておく

■ オンライン学習で必要なもの  図表 1
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オ
ン
ラ
イ
ン
自
習
室
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
作
り
だ
す
仮
想
の
自
習
室
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
W
e
b
カ
メ
ラ
を
繋
ぎ
、
画
面
越
し

に
自
習
空
間
を
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
、
相
互
に

勉
強
し
て
い
る
姿
を
監
視
す
る
こ
と
で
集
中
力

を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
W
e
b
会
議

サ
ー
ビ
ス
の
Z
o
o
m
等
で
も
無
料
で
開
放
さ

れ
て
い
ま
す
。

家
庭
の
事
情
等
で
学
習
が
遅
れ
が
ち
だ
っ
た

り
、
仕
事
と
の
両
立
が
難
し
か
っ
た
り
と
忙
し

い
日
々
の
中
で
勉
強
を
両
立
さ
せ
る
の
は
大
変

な
こ
と
で
す
が
、
工
夫
を
し
な
が
ら
勉
強
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
必
要
な
も
の

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
必
要
に
な
る
も
の
を
図

表
1
に
ま
と
め
ま
し
た
。
基
本
に
な
る
の
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
環
境
と
、
講

義
な
ど
を
視
聴
す
る
端
末
で
す
。

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
回
線

速
度
の
ス
ピ
ー
ド
や
安
定
性
に
よ
っ
て
は
、
回

線
の
途
切
れ
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
講
義
視
聴

時
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
何
が
学
べ
る
？

い
ま
で
は
、
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
の
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

活
に
す
ぐ
に
役
立
つ
実
用
的
な
も
の
、
将
来
へ

向
け
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
語
学
・
教

養
系
の
も
の
な
ど
、
自
分
自
身
の
学
ぶ
目
的
に

合
っ
た
も
の
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

一
例
と
し
て
、
主
に
社
会
人
向
け
の
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
サ
ー
ビ
ス
（
図
表
2
）
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
自
分
に
マ
ッ
チ
す
る
も
の
を
見
つ
け
て
、

仕
事
や
趣
味
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

 

健
康
に
配
慮
し
て
上
手
に
活
用
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
、
集
中
し
す
ぎ
る
あ
ま

り
、
運
動
不
足
や
肩
こ
り
、
ド
ラ
イ
ア
イ
（
目

の
渇
き
）、
不
眠
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
長
時
間
見
続
け
る
こ
と
が
原
因
で
生
じ
る
身

体
や
心
の
不
調
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
使
用
は

1
時
間
位
を
目
安
に
、

10
分
程
度
の
休
憩
を

取
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
た
り
す
る
こ
と

を
心
掛
け
、
心
身
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
、
一
日
の
貴
重
な
時
間

を
一
定
の
場
所
で
長
く
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
健
康
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
楽
し
く

学
習
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

サービス名 内容・特徴

Udemy
（ユーデミー）

約 18 万のビデオコースを揃える、オンライン学習サービス。デザイン、音楽、ソフト
ウェア、自己啓発などジャンルも豊富。講座のセールも実施されていて、タイミン
グが合えばお得な料金で受講可能

Schoo
（スクー）

生放送で配信される授業が特徴で、趣味から専門まで幅広いジャンルをカバー。
ライブ配信を活かし、講師と受講生双方向のコミュニケーションも魅力。約 20 カ
テゴリ 7,000 本以上の授業が揃う

gacco
（ガッコ）

ビジネスや教養など、大学や企業が提供する多彩な講座を無料で受講可能。1 本あ
たりの動画は 10 分程度と、学びやすさも配慮されている。テストやレポートを提
出し、基準を満たすと修了証も発行される

スタディサプリ
 ENGLISH

英語を学ぶことに特化したオンライン学習サービス。ビジネス英語や新日常英会
話など、目的別にコースを用意。1 回 3 分からの受講でスマホを使ってスキマ時間
で学べる、学習の継続率は約 90％の実績。

■ 社会人向けオンライン学習サービス  図表 2
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た
症
状
に
対
処
す
る
と
い
う
後
手
の
手
段
し
か

取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
闘
い
方
を
画
期

的
な
ま
で
に
変
え
た
の
が
ワ
ク
チ
ン
で
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
が
誕
生
し
た
の
は
、
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
の
存
在
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
消
毒
の
概

念
す
ら
な
か
っ
た
18
世
紀
後
半
の
こ
と
で
す
。

当
時
、
太
古
よ
り
世
界
中
で
恐
れ
ら
れ
て
い
た

天
然
痘
が
世
界
中
で
猛
威
を
奮
っ
て
い
ま
し
た
。

天
然
痘
は
天
然
痘
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
発
症
す

る
感
染
症
で
、
感
染
力
が
強
い
う
え
致
死
率
が

20
〜
50
％
と
非
常
に
高
く
、
た
と
え
治
癒
し
て

も
顔
面
に
酷
い
発
疹
の
跡
が
残
っ
て
し
ま
う
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
天
然
痘
を
一
度

患
っ
て
治
癒
で
き
た
場
合
は
二
度
と
か
か
ら
な

い
こ
と
が
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

太
古
よ
り
猛
威
を
奮
っ
た
　
　
　
　

太
古
よ
り
猛
威
を
奮
っ
た
　
　
　
　

凶
悪
な
感
染
症

凶
悪
な
感
染
症

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
が
体
内
に

侵
入
す
る
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
。

人
類
の
進
歩
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
闘
い
の
歴

史
で
も
あ
り
ま
す
。
医
学
が
未
発
達
だ
っ
た
時

代
は
感
染
症
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
表
れ

の
た
め
、
皮
膚
に
傷
を
つ
け
て
天
然
痘
患
者
の

膿
を
す
り
込
ん
だ
り
、
粉
末
に
し
た
発
疹
の
か

さ
ぶ
た
を
吸
い
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
意
図

的
に
軽
い
感
染
を
引
き
起
こ
し
て
天
然
痘
を
予

防
す
る
試
み
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
人
痘
種
痘
法
」
と
呼
ば
れ
る
予
防
法
で

自
然
感
染
に
よ
る
激
し
い
天
然
痘
が
避
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
重
度
の
天
然
痘
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
も
高
く
、
致
死
率
が
２
〜
３
％
あ
る
と
い
う

危
険
な
賭
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
危
険
な
天
然
痘
と
の
闘
い
方
を
一
変

さ
せ
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
エ
ド
ワ
ー
ド
・

ジ
ェ
ン
ナ
ー
で
す
。

「
病
原
体
」
の
概
念
が

「
病
原
体
」
の
概
念
が

無
い
な
か
で
の
奮
闘

無
い
な
か
で
の
奮
闘

ロ
ン
ド
ン
西
部
の
村
・
バ
ー
ク
レ
ー
で

１
７
４
９
年
に
誕
生
し
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
、
10

代
半
ば
の
と
き
に
、
隣
町
の
開
業
医
に
弟
子
入

り
し
て
医
学
の
勉
強
を
開
始
。
修
業
の
日
々
を

過
ご
す
な
か
で
、
と
あ
る
患
者
が
「
私
は
以
前

牛
痘
に
か
か
っ
た
の
で
天
然
痘
に
は
か
か
り
ま

せ
ん
」
と
話
す
の
を
耳
に
し
ま
し
た
。

より便利で幸福な社会を目指して、さまざまな道具や手法を発明
してきた人類。前回のプラスチックに続き、今回の「世界を変えた
大発明」で紹介するのはワクチン。ウイルスの
存在が明らかになるよりも早く誕生したワクチ
ンは、これまでの医療の概念をがらっと変え
ました。

2

ワクチン

疾患名 初めて開発された年

天然痘 1798 年
狂犬病 1855 年

腸チフス 1886 年
コレラ 1896 年
ペスト 1897 年

ジフテリア 1923 年
破傷風 1926 年
百日咳 1914 年
結核 1921 年

インフルエンザ 1936 年
ポリオ 1955 年

ワクチンで予防可能な主な疾患と開発年
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牛
痘
と
は
牛
が
か
か
る
天
然
痘
の
こ
と
で
人

間
に
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
牛
痘

は
牛
に
と
っ
て
は
致
命
傷
と
な
る
も
の
の
、
人

間
に
は
軽
い
症
状
が
出
る
程
度
で
済
み
ま
す
。

放
牧
が
盛
ん
な
こ
の
地
域
で
は
牛
痘
に
か
か
る

人
も
多
く
、
牛
痘
と
天
然
痘
の
関
係
性
が
経
験

的
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
話
に
興
味
を
持
っ
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
、

ロ
ン
ド
ン
で
本
格
的
に
医
学
を
学
ん
だ
後
、
24

歳
で
バ
ー
ク
レ
ー
に
戻
っ
て
医
院
を
開
業
。
か

つ
て
患
者
か
ら
聞
い
た
牛
痘
と
天
然
痘
の
噂
を

実
験
で
確
か
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

初
め
に
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
、
牛
痘
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
に
天
然
痘
を
接
種
さ
せ
て
天
然

痘
に
感
染
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
か
つ
て
聞

い
た
「
牛
痘
に
か
か
っ
た
人
は
天
然
痘
に
か
か

ら
な
い
」
と
い
う
噂
が
間
違
い
な
い
こ
と
を
確

か
め
ま
し
た
。
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を

繰
り
返
し
て
「
牛
痘
を
人
か
ら
人
へ
と
伝
達
で

き
る
こ
と
」「
伝
達
さ
せ
た
牛
痘
に
も
天
然
痘

予
防
の
効
果
が
あ
る
こ
と
」「
牛
か
ら
取
っ
た

膿
で
も
牛
痘
が
接
種
で
き
る
こ
と
」
な
ど
を
証

明
。
人
間
に
と
っ
て
脅
威
の
低
い
牛
痘
を
接

種
す
る
こ
と
で
危
険
な
天
然
痘
を
予
防
す
る

と
い
う
種
痘
法
を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
こ
の
研
究
結
果
を
ま
と
め
て

18
世
紀
末
に
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
当
初

の
社
会
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
「
牛
痘
を
接
種

す
る
と
牛
に
な
る
」
と
い
う
噂
ま
で
流
れ
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
に
発
生
し
た
天
然
痘
の
大

流
行
を
機
に
、
従
来
の
人
痘
種
痘
法
と
比
べ
て

致
死
率
が
ゼ
ロ
に
等
し
い
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種
痘

法
の
安
全
性
と
革
命
的
な
効
果
を
誰
も
が
知
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
世
界
中
で
急
速
に
普
及
。
感

染
症
に
対
す
る
予
防
接
種
は
、
ラ
テ
ン
語
で
雌

牛
を
意
味
す
るV

acca

（
ワ
ッ
カ
）
に
ち
な
ん

でV
accination

と
名
付
け
ら
れ
、
医
学
の
発

展
と
と
も
に
様
々
な
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

「
治
す
も
の
」
か
ら
　
　
　
　
　
　

「
治
す
も
の
」
か
ら
　
　
　
　
　
　

「
防
ぐ
も
の
」
へ

「
防
ぐ
も
の
」
へ

ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
論
文
の
な
か
で
ワ
ク
チ
ン
の

普
及
に
よ
り
天
然
痘
は
根
絶
さ
れ
る
と
予
言

し
、
誰
も
が
安
価
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る

こ
と
を
望
ん
で
種
痘
法
の
特
許
を
取
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
予
言
か
ら
約

２
０
０
年
が
経
過
し
た
１
９
８
０
年
５
月
に
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
天
然
痘
の
世
界
根
絶
」
を
宣
言
。

か
つ
て
人
類
を
脅
か
し
た
天
然
痘
は
、
人
類
の

手
で
地
球
上
か
ら
撲
滅
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
医
学
の
発
展
に
よ
り
従
来
は
治
療
が

難
し
か
っ
た
病
気
に
も
対
応
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
が
、現
代
医
学
の
重
点
は「
治
療
」か
ら「
予

防
」
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹

に
あ
る
の
が
「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」
と
い

う
考
え
方
で
あ
り
、
こ
の
観
念
を
根
付
か
せ
た

偉
大
な
存
在
が
ワ
ク
チ
ン
な
の
で
す
。

■ワクチンは人間だけでなく、家畜やペットの感染症予防
にも貢献している
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　税

制
改
正
で
控
除
率
ア
ッ
プ

　
企
業
が
従
業
員
の
給
与
を
増
や
す
と
増

加
額
に
応
じ
て
法
人
税
が
少
な
く
な
る
賃
上

げ
税
制
は
、
２
０
１
３
年
度
の
税
制
改
正
で

創
設
さ
れ
た
。
当
初
は
、
給
与
の
増
加
額
の

10
％
分
の
法
人
税
額
が
控
除
さ
れ
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
け
ど
、
何
回
か
改
正
さ
れ
、
控

除
率
が
拡
大
す
る
な
ど
、
賃
上
げ
を
促
す
方

向
で
拡
充
さ
れ
て
き
た
。
２
０
２
２
年
度
の

税
制
改
正
で
も
控
除
率
が
ア
ッ
プ
し
た
。

　

賃
上
げ
税
制
は
、
そ
ん
な
に
前
か
ら

あ
っ
た
の
で
す
か
。
そ
れ
に
し
て
は
、
こ
の

間
、給
与
は
あ
ま
り
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

　
個
々
人
の
給
与
の
額
は
い
ろ
い
ろ
な
要

因
で
決
ま
る
か
ら
、
上
が
っ
て
い
る
人
も
そ

う
で
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
け
ど
、
統
計
を

み
て
も
、
た
し
か
に
給
与
総
額
は
そ
れ
ほ
ど

増
え
て
い
な
い
。
税
金
が
安
く
な
る
か
ら
、

給
与
を
増
や
す
会
社
が
多
く
な
る
、
と
い
う

狙
い
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
成
功
し
て

い
る
と
は
い
い
が
た
い
ね
。

　

な
ぜ
、
企
業
は
賃
金
を
上
げ
な
い
の
で

す
か
？
。

　
そ
れ
も
個
々
の
企
業
に
よ
っ
て
い
ろ
い

ろ
と
事
情
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
突
き
詰

め
れ
ば
儲
か
っ
て
い
な
い
会
社
が
多
い
、
と

い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

税
金
が
安
く
な
る
こ
と
は
賃
上
げ
の
動

機
に
は
な
ら
な
い
、
と
。

　
そ
れ
は
た
し
か
に
そ
の
と
お
り
な
ん

だ
。

　

ど
う
し
て
で
す
か
？

　
そ
れ
を
説
明
す
る
前
に
、
賃
上
げ
税
制

の
仕
組
み
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。
表
に
、
今

回
の
改
正
前
後
の
賃
上
げ
税
制
の
内
容
を
ま

と
め
た
が
、
基
本
的
な
仕
組
み
は
、
給
与
支

給
額
を
一
定
の
比
率
以
上
増
や
す
と
、
そ
の

増
や
し
た
給
与
支
給
額
の
一
定
割
合
を
法
人

税
の
税
額
か
ら
差
し
引
け
る
―
―
こ
れ
を
税

額
控
除
と
い
う
―
―
と
い
う
も
の
だ
。

　

中
小
企
業
と
大
企
業
で
は
要
件
や
控
除
率

が
異
な
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
改
正
後

の
中
小
企
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
支
給
し
た

給
与
総
額
が
前
期
に
比
べ
2.5
％
以
上
増
え
れ

ば
、
そ
の
増
え
た
額
の
30
％
が
法
人
税
額
か

85

「賃上げ促進」
――残念な税制

所
得
拡
大
促
進
税
制
―
―
い
わ
ゆ
る
賃
上
げ
税
制
が
令
和
４
年
度
税
制
改
正
で
拡
充
さ

所
得
拡
大
促
進
税
制
―
―
い
わ
ゆ
る
賃
上
げ
税
制
が
令
和
４
年
度
税
制
改
正
で
拡
充
さ

れ
た
。
企
業
は
給
与
支
給
額
を
増
や
せ
ば
従
来
以
上
に
税
金
が
安
く
な
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
た
。
企
業
は
給
与
支
給
額
を
増
や
せ
ば
従
来
以
上
に
税
金
が
安
く
な
る
。
た
だ
し
、
そ

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
企
業
は
限
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、賃
上
げ
税
制
の
「
税
額
控
除
」

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
企
業
は
限
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、賃
上
げ
税
制
の
「
税
額
控
除
」

と
い
う
仕
組
み
に
あ
る
。

と
い
う
仕
組
み
に
あ
る
。
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上
げ
税
制
は
関
係
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

　
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
が
今
回
の
結
論
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

ら
控
除
さ
れ
る
。
か
り
に
2.5
％
増
加
分
が

１
０
０
０
万
円
で
あ
れ
ば
、
そ
の
３
割
で
あ

る
３
０
０
万
円
、
法
人
税
が
少
な
く
て
済
む

と
い
う
仕
組
み
だ
。

　

表
を
み
る
と
、
1.5
％
で
も
控
除
は
受
け

ら
れ
る
の
で
す
ね
。
1.5
％
く
ら
い
な
ら
増
や

し
て
も
い
い
、
と
考
え
な
い
の
で
す
か
。

　
1.5
％
と
い
う
と
小
さ
い
数
字
だ
け
ど
、

額
に
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に
な
る
し
、
一
度
賃

上
げ
を
す
る
と
な
か
な
か
下
げ
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
思
い
き
れ
な
い
会
社
は
少
な
く

な
い
。

　

税
金
が
減
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
に
…
…
。

赤
字
企
業
に
は
関
係
な
い

　
じ
つ
は
そ
こ
が
問
題
で
、
賃
上
げ
の
要

件
を
満
た
し
て
も
、
実
際
に
は
税
金
が
減
ら

な
い
会
社
が
多
い
ん
だ
。

　

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

　
国
税
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も

法
人
税
を
払
っ
て
い
る
企
業
は
全
体
の
35
％

し
か
な
い
。
残
り
の
65
％
は
法
人
税
を
払
っ

て
い
な
い
か
ら
、
税
額
か
ら
控
除
し
た
く
て

も
で
き
な
い
ん
だ
。

　

３
社
に
２
社
は
法
人
税
を
払
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
赤
字
だ
か

ら
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　
ご
く
大
雑
把
に
い
う
と
、
法
人
税
は
企

業
の
儲
け
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
。
そ
れ
を

会
計
上
は
利
益
、
法
人
税
上
は
所
得
と
い
う

け
れ
ど
―
―
そ
し
て
両
者
は
微
妙
に
異
な
る

け
れ
ど
―
―
法
人
税
上
の
所
得
が
ゼ
ロ
な
ら

ば
法
人
税
は
生
じ
な
い
。
65
％
の
企
業
が
そ

う
い
う
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

　

65
％
の
企
業
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も
賃

（注）「改正前」は2022年３月31日までに開始する事業年度、「改正後」は2022年４月１日以後に開始する事業年度に適用。
控除率は給与支給額の増加額に対する割合、いずれも法人税額の20％が限度。給与支給額、教育訓練費の増加率以外
にも要件があるが省略している。

所得拡大促進税制の内容
中小企業 大企業

要件 控除率 要件 控除率

改正前

①雇用者全体の給与支給額 1.5％以
上増加 15% ①新規雇用者の給与支給額２％以上

増加 15%

②雇用者全体の給与支給額2.5％以上
増加かつ教育訓練費 10％以上増加 25% ②上記①に加え教育訓練費20％以上

増加 20%

改正後

①雇用者全体の給与支給額 1.5％以上
増加 15% ①継続雇用者の給与支給額３％以上

増加 15%

②上記①に加え教育訓練費 10％以上
増加 25% ②上記①に加え教育訓練費20％以上

増加 20%

③雇用者全体の給与支給額2.5％以上
増加 30% ③継続雇用者の給与支給額４％以上

増加 25%

④上記③に加え教育訓練費 10％以上
増加 40% ④上記③に加え教育訓練費20％以上

増加 30%
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生
命
保
険
を
通
し
て
見
え
た
家
族
へ
の
思
い

　

東
京
都　

東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校　

一
学
年　

笹さ
さ
が
わ川 

遙は

る琉

　

十
五
年
前
、
父
が
母
の
実
家
に
結
婚
の
申
し
込
み
に
行
っ
た
。

緊
張
し
て
い
る
父
に
祖
母
が
告
げ
た
第
一
声
、
そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に

「
あ
な
た
生
命
保
険
に
は
入
っ
て
い
る
の
？
」

だ
っ
た
そ
う
だ
。
今
で
は
笑
い
話
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
祖

母
は
も
ち
ろ
ん
真
剣
だ
。
大
事
な
娘
が
結
婚
を
す
る
。
こ
れ
か
ら

新
し
い
家
庭
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
、
そ
ん
な
時
に
真
っ
先
に
出

た
祖
母
の
言
葉
は
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
娘
を
想
う
母
と
し

て
の
愛
情
あ
る
一
言
だ
っ
た
と
思
う
。
家
族
で
生
命
保
険
に
つ
い

て
語
る
と
話
が
尽
き
な
い
。
七
十
六
歳
に
な
る
祖
父
は
、

「
今
ま
で
大
き
な
病
気
を
一
度
も
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
ま
だ
お

世
話
に
な
っ
て
い
な
い
。」

と
得
意
気
に
話
す
。
と
て
も
嬉
し
そ
う
だ
。

　

父
は
三
年
前
に
手
の
手
術
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
僕
も
急
に
呼

ば
れ
て
、
す
ぐ
病
院
に
行
く
と
、
す
で
に
手
術
が
始
ま
っ
て
い
た
。

「
あ
の
時
は
仕
事
も
数
カ
月
で
き
な
か
っ
た
。
手
術
代
の
こ
と
も

あ
っ
た
し
何
よ
り
突
然
過
ぎ
た
か
ら
本
当
に
助
か
っ
た
ん
だ
よ
。」

と
父
。

　

生
命
保
険
の
話
を
す
る
と
、
み
ん
な
安
心
し
た
よ
う
な
表
情
に

な
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。
み
ん
な
笑
顔
で
話
す
。
そ
し
て
懐
か

し
い
昔
話
に
な
る
。
ど
ん
な
時
で
も
共
に
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
が
、
う
ち
の
家
族
だ
け
で
も
、
こ
の
よ
う
に
歴
史
を

感
じ
る
生
命
保
険
。
一
体
い
つ
か
ら
、
そ
の
存
在
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
？

　

明
治
維
新
の
一
年
前
、
一
八
六
七
年
に
福
沢
諭
吉
が
著
書
の

中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
近
代
的
保
険
制
度
」
を
紹
介
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
一
八
八
一
年
に
は
門
下
生
の
阿
部
泰
蔵

ら
が
日
本
で
最
初
の
保
険
会
社
で
あ
り
現
在
も
経
営
が
続
い
て

い
る
「
有
限
明
治
生
命
保
険
会
社
」
を
設
立
。
そ
の
後
、
次
々

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

公
益
財
団
法
人
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
59
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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に
保
険
会
社
が
誕
生
し
た
そ
う
だ
。
生
命
保
険
の
生
み
の
親
が

福
沢
諭
吉
だ
っ
た
と
い
う
意
外
な
事
実
に
驚
い
た
。
こ
の
頃
は
、

「
人
の
生
死
に
よ
っ
て
金
儲
け
を
す
る
の
か
」
と
誤
解
さ
れ
一

般
に
普
及
さ
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
。
か
た
ち
と

し
て
は
、
生
命
保
険
と
は
〝
お
金
〟
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
い
や
ら
し
い
お
金
だ
ろ
う
か
？

　

両
親
は
祖
母
に
あ
の
一
言
を
言
わ
れ
る
ま
で
保
険
に
つ
い
て
深

く
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
結
婚
を
機
に
生
命
保
険
に

加
入
し
、
僕
が
生
ま
れ
る
と
す
ぐ
に
学
資
準
備
の
た
め
の
保
険
に

入
っ
た
。
単
に
〝
お
金
〟
が
入
る
か
ら
生
活
が
安
心
だ
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
家
族
を
想
う
〝
優
し
さ
〟
に
見
え
た
。
家
族
と
い

つ
ま
で
も
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
。
で
も
長
い
人
生
で
は
、
い
つ
何

が
起
き
る
か
な
ん
て
本
当
に
分
か
ら
な
い
ん
だ
。
び
く
び
く
し
な

が
ら
過
ご
し
て
い
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
僕
た
ち
は
何
か
あ
っ

た
時
し
か
生
命
保
険
の
存
在
を
思
い
出
さ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は

逆
に
考
え
れ
ば
す
ご
い
こ
と
で
何
か
起
き
た
ら
す
ぐ
に
思
い
浮
か

ぶ
、
と
て
も
頼
も
し
い
存
在
だ
。
こ
れ
か
ら
も
常
に
寄
り
そ
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
僕
は
精
一
杯
成
長
し
て
い
き
た
い
。

　

祖
母
か
ら
両
親
へ
、
そ
し
て
両
親
か
ら
僕
へ
と
つ
な
が
る
生
命

保
険
へ
の
想
い
。
大
げ
さ
な
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
は
代
々
つ
な

が
る
家
族
へ
の
愛
情
表
現
だ
。

B5判・60ページ
（オールカラー）

１部200円
( 税込・送料別 )

｢生命保険と税金の知識｣　　
改訂版ができました！　

　

　　新刊のご案内

　
　

　　新刊のご案内

「知っておきたい生命保険と税金の知識」は生命保険
に関する税金について知っておきたい事柄をまとめた
小冊子です。具体的な事例とQ&Aで、税金の種類・
計算方法をわかりやすく解説しています。
今回の改訂では、受け取った保険金・給付金等が、どの
税金（相続税・贈与税・所得税・源泉分離課税・非課税）
の対象なのかを調べることのできる早わかりチャート
のデザインを変更しました。また、新たに「生命保険
の相続への活用」、「医療費控除」をQ&Aに掲載し
ました。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障制度の動向や税制
改正など役立つ情報をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから簡単にできます。

お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ
（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。
電子版を Amazon で販売しています！

メールマガジン
生命保険・生活設計に関する
情報をお届けしています

11 2022  |  May



近
く
65
歳
に
な
り
、
長
年
勤
め
て
き
た

会
社
を
退
職
し
ま
す
。
退
職
後
も
現
在

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
引
き
続
き
２
年
間

は
加
入
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
国
民
健
康
保

険
に
入
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
と
の
こ
と
で

す
が
、ど
ち
ら
の
ほ
う
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ち
ら
が
保
険
料
が
安
い
か
を
調
べ
て
、

安
い
ほ
う
に
加
入
す
る
の
が
現
実
的
な

対
応
と
い
え
ま
す
。
健
康
保
険
の
任
意
継
続
被
保

険
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
2
0
2
2
年
１
月

に
法
改
正
が
あ
り
、
従
来
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

QA

ご
質
問
に
あ
る
と
お
り
、
退
職
後
も
２
年
間

に
限
り
、
引
き
続
き
退
職
前
に
加
入
し
て
い
た

健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
「
任
意
継
続
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
会
社

員
の
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
本
人
と
会
社
が

半
分
ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
（
健
康
保
険
組
合

に
よ
っ
て
は
会
社
負
担
分
の
ほ
う
が
少
し
多
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
）。
任
意
継
続
被
保
険
者

に
な
っ
た
場
合
は
、
す
で
に
会
社
を
退
職
し
て

い
ま
す
か
ら
、
会
社
の
保
険
料
負
担
は
な
く
、

全
額
が
本
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
保
険
料
が
現
役
時
代
の
倍
に

な
る
の
か
、
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
任
意
継
続
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

原
則
と
し
て
、
①
そ
の
人
の
退
職
時
の
標
準
報

酬
月
額
、
②
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
全
被

保
険
者
の
平
均
の
標
準
報
酬
月
額
、
の
い
ず
れ

か
小
さ
い
ほ
う
を
基
に
算
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

標
準
報
酬
月
額
と
は
、
毎
月
の
給
与
を
一
定
の

全
額
本
人
負
担
に
な
る
が
…
…

任意継続か国保か――
退職後の医療保険

幅
ご
と
に
区
切
ら
れ
た
切
り
の
い
い
数
字
に
置
き

換
え
た
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
給
与
額
が
29
万

円
以
上
31
万
円
未
満
の
場
合
は
、
30
万
円
が
標

準
報
酬
月
額
と
な
り
、
こ
の
30
万
円
に
保
険
料

率
を
か
け
て
保
険
料
が
決
ま
り
ま
す
。
標
準
報

酬
月
額
は
原
則
と
し
て
毎
年
４
～
６
月
の
給
与

の
平
均
に
よ
り
決
定
し
、
毎
年
見
直
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
定
年
な
ど
で
退
職
し
た
場
合
、
多
く
の

人
は
任
意
継
続
被
保
険
者
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
よ
り

も
保
険
料
が
安
く
済
む
ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
前
年
の
所
得
等

に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
日
本
で
は
多
く
の
会

社
は
年
功
序
列
型
賃
金
制
度
で
あ
り
、
退
職
前

は
給
与
が
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
退
職
直
後
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は

高
く
な
り
が
ち
で
す
。
一
方
で
、
健
康
保
険
の

任
意
継
続
被
保
険
者
の
保
険
料
は
前
述
の
①
と

②
の
小
さ
い
ほ
う
を
基
に
算
出
さ
れ
ま
す
の
で
、

退
職
時
の
給
与
が
高
い
場
合
、
①
よ
り
も
②
の

任
意
継
続
の
ほ
う
が
安
い
理
由

第６2 回
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナー
は業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ▶ https://fcommu.net/

仕事でもプライベートでもお相手がどのような立場
の方であっても、無理なく自然な気遣いができる人
は誰からも愛される力をもっているように思います。
そんな素敵な人をよく観察していると、共通点が見
えてきます。たとえば、ふとした瞬間に感じた「あ
りがとう」「嬉しい」といった気持ちを、その時そ
の場で笑顔とセットで言葉にしているのです。ちょっ
としたことですが、どことなく照れくさかったり、い
ちいち言わなくても相手もわかっているはず、と言
いそびれていませんか！？でもね、嬉しい気持ちを
言葉にして伝えられて嫌な気持ちになる人はいませ
んよね♥思い込みだけで大切なコミュニケーション
の機会が減ってしまうのは残念なこと。そして、伝
えるときには何に対して嬉
しかったのかをできるだ
け具体的に表現しましょう。
「昨日は忙しいのに話を
聞いてくれてありがとう」っ
てね。日頃のさりげない
行動、ちょっとした一言を
意識することが「素敵な
人」への入り口です♥

素敵な人がやっている小さな習慣

ちょっとした一言・
行動を変えてみる

ほ
う
が
低
く
な
り
ま
す
か
ら
、
②
に
よ
り
算
出

さ
れ
た
保
険
料
は
現
役
時
代
よ
り
も
安
く
な
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
全
額
本

人
負
担
に
な
る
の
で
実
質
的
な
負
担
は
低
く
な

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
）。
と
い
う
わ
け
で
、
退
職

直
後
は
任
意
継
続
被
保
険
者
に
な
っ
た
ほ
う
が

保
険
料
は
安
く
済
む
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

た
だ
し
、
法
改
正
に
よ
り
２
０
２
２
年
１
月

以
降
、
健
康
保
険
組
合
は
各
組
合
の
判
断
に
よ

り
、
①
よ
り
②
の
ほ
う
が
低
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
①
を
基
に
任
意
加
入
被
保
険
者
の
保
険
料

を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
は
、
す
べ
て
の
健
康
保
険
組
合
が

そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
従
来

ど
お
り
、
①
、
②
の
低
い
ほ
う
を
保
険
料
算
定

の
基
礎
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
規
定
は
健
康
保
険
組
合
に

限
っ
た
も
の
で
、
協
会
け
ん
ぽ
で
は
従
来
ど
お

り
の
取
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
点
に
も
注
意
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

任
意
継
続
被
保
険
者
、
国
民
健
康
保
険
の
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
料
を
調
べ
、
比
較
し
て
み
る
と
い

い
で
し
ょ
う
（
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
市

区
町
村
役
場
に
行
け
ば
教
え
て
く
れ
ま
す
し
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
機
能

を
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
）。

社会保険労務士、
1級ファイナンシャル・プランニング技能士
ファイナンシャル・プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会
保険労務士事務所所長。生命保険各社
で年金やFP受験対策の研修、セミナー
の講師を務めている。

公式HP

▶

https://www.officetakeda.jp/

Profile

武田 祐介

Vol.122

13 2022  |  May



〜あなたを守りたい〜

お客様からの感謝の声

お客様
プロフィール

14

「
S
さ
ま
は
、
私
の
夫
の
幼

お
さ
な

馴な

染じ
み

で
、
ご
長
女

も
私
の
長
男
と
同
じ
年
齢
で
す
。
卒
園
式
が
待

ち
ど
お
し
い
と
き
に
、
奥
様
か
ら
事
故
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
電
話
口
で
は
『
ど
う
し
た
ら

い
い
の
』
と
泣
き
崩
れ
、
私
も
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
」

S
さ
ま
の
入
院
期
間
は
3
ヵ
月
。

「
退
院
さ
れ
て
か
ら
は
、
心
配
す
る
周
り
に
気

遣
っ
て
『
腕
が
失
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
』
と
笑

顔
で
話
し
、私
達
の
ほ
う
が
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」

S
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
自
分
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
内
に
こ
も
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
ら
、
家
族
や
友
人
、
仕
事
仲
間

を
困
ら
せ
て
し
ま
う
と
思
い
、
何
が
あ
っ
て
も

笑
顔
で
い
よ
う
と
決
め
ま
し
た
」

事
故
は
労
災
認
定
さ
れ
、
退
院
後
1
ヵ
月
で

職
場
復
帰
し
ま
し
た
。

「
入
院
中
は
、
生
命
保
険
の
給
付
金
の
お
か
げ

で
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
で
き
ま
し
た
」

今
年
の
春
、ご
長
女
は
希
望
の
高
校
に
合
格
。

取
材
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
理
由
は
、
事
故
に

あ
っ
た
同
じ
季
節
に
、
ご
長
女
の
成
長
を
見
届

け
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。

Sさま（46歳　会社員）　妻（44歳　自営業）　
長女（15歳　高校 1年生）

退院後は苦労しましたが、
家族と仲間のおかげで幸せな日々 を送っています

203

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
秋
田
県

在
住
の
S
さ
ま
で
す
。
S
さ
ま
は
9
年
前
、
37

歳
の
と
き
に
、
職
場
の
事
故
で
右
腕
を
失
く
さ

れ
ま
し
た
。

「
特
に
危
険
な
職
種
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

現
場
で
ペ
ア
を
組
ん
で
い
た
方
の
ち
ょ
っ
と
し

た
ミ
ス
が
原
因
で
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
」

救
急
搬
送
さ
れ
た
病
院
で
は
、
医
師
か
ら
右

腕
の
肘
よ
り
下
側
を
切
断
す
る
し
か
な
い
こ
と

を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

「
手
術
後
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
麻
酔
か
ら
さ
め
た

と
き
に
は
、
す
で
に
腕
は
失
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
本
来
、
明
る
い
性
格
の
私
で
す
が
、
さ
す

が
に
落
ち
込
み
ま
し
た
」

事
故
に
あ
っ
た
の
は
、
ご
長
女
の
保
育
園
卒

園
を
目
前
に
控
え
て
い
た
頃
で
し
た
。
ご
家
族

に
と
っ
て
節
目
の
イ
ベ
ン
ト
、
心
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
安
田
生
命
秋
田
支
社

秋
田
山
王
営
業
所
の
能の

と

や
登
屋
純じ

ゅ
ん

子こ

さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

心
配
す
る
周
り
に
笑
顔
の
気
遣
い

心
配
す
る
周
り
に
笑
顔
の
気
遣
い
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「
9
年
前
の
春
、
事
故
で
突
然
障
が
い
者
に
な

り
ま
し
た
が
、
妻
と
娘
の
お
か
げ
で
幸
せ
な
今

が
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
万
が
一

の
と
き
に
大
切
な
の
は
、
温
か
い
周
り
の
人
々

の
存
在
と
生
命
保
険
だ
と
思
い
、
微
力
な
が
ら

皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

S
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生

命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
能
登
屋
さ
ん

の
お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

S
さ
ま
と
奥
様
の
出
会
い
は
、
共
通
の
知
り

合
い
の
紹
介
で
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
が
弾
む
気

の
合
う
友
人
関
係
を
経
て
、
S
さ
ま
31
歳
、
奥

様
29
歳
の
と
き
に
ご
結
婚
。
す
ぐ
に
お
子
様
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

「
結
婚
前
は
、
飲
食
関
係
の
起
業
に
向
け
て
頑

張
り
、
経
営
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
現
在
の
会
社
に
転

職
し
ま
し
た
」

結
婚
後
の
住
ま
い
は
、
S
さ
ま
が
生
ま
れ

子
育
て
も
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
も
親
友
と

子
育
て
も
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
も
親
友
と

家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
ん
で
き
た

家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
ん
で
き
た

育
っ
た
地
域
。
近
所
に
は
、ご
実
家
や
ご
兄
弟
、

友
人
知
人
が
多
く
、
特
に
S
さ
ま
の
幼
馴
染
で

あ
る
能
登
屋
さ
ん
家
族
の
ご
自
宅
は
、
ス
ー
プ

の
さ
め
な
い
距
離
で
し
た
。

S
さ
ま
は
「
能
登
屋
さ
ん
の
ご
主
人
は
、
私

よ
り
1
歳
年
上
で
す
が
大
親
友
。
小
学
校
か
ら

一
緒
で
、
ず
っ
と
面
倒
を
見
て
く
れ
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
兄
同
士
も
幼

馴
染
で
、
皆
仲
良
く
し
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ

て
い
ま
す
。

Ｓ
さ
ま
が
結
婚
し
て
か
ら
、
奥
様
同
士
も
意

気
投
合
。
子
ど
も
の
年
齢
が
近
い
こ
と
や
働
く

母
親
同
士
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
互
い
に

か
け
が
え
の
な
い
関
係
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
夕
飯
は
毎
日
、
う
ち
と
能
登
屋
家
ど
ち
ら
か
の

家
で
食
べ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
小
学
生
ま
で
は

一
緒
に
お
風
呂
に
入
っ
て
い
た
く
ら
い
。
親
戚

以
上
の
付
き
合
い
で
す
。
正
月
、
花
見
、
夏
休

み
の
海
水
浴
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス

や
冬
休
み
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
、
季
節
ご
と

の
イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
一
緒
。
子
ど
も
た
ち
の

誕
生
日
会
も
欠
か
さ
ず
皆
で
祝
っ
て
き
ま
し
た
」

能
登
屋
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
が
小
さ
い
頃
の
家
族
ぐ
る
み
の
子
育

て
は
、
働
く
母
親
に
と
っ
て
、
心
身
と
も
に
本

当
に
助
か
り
ま
し
た
。
奥
様
と
は
嫁
同
士
の
話

や
仕
事
の
悩
み
な
ど
、
た
ま
に
２
人
で
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
し
、
年
数

と
共
に
絆
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
」

妻
た
ち
の
つ
な
が
り
を
S
さ
ま
と
能
登
屋
さ

ん
の
ご
主
人
は
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。



S
さ
ま
が
、生
命
保
険
加
入
を
考
え
た
の
は
、

ご
長
女
が
5
歳
に
な
っ
た
と
き
で
し
た
。

「
生
命
保
険
は
、
独
身
時
代
に
母
親
に
勧
め
ら

れ
る
ま
ま
加
入
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
そ
の
頃
は
、
あ
ま
り
重
要
性
も
感
じ

ら
れ
な
い
上
、
担
当
者
と
は
会
っ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
婚
し
て
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
、
家
族
の

た
め
に
生
命
保
険
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」

そ
こ
で
、
S
さ
ま
は
家
族
ぐ
る
み
で
子
育
て

を
し
て
い
る
能
登
屋
さ
ん
に
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
相
談
し
た
の
で
す
。
当
時
の
印
象
を
能
登

屋
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

「
S
さ
ま
は
、
親
戚
以
上
で
言
葉
で
は
言
い
表

せ
な
い
ほ
ど
深
い
関
係
。
改
め
て
生
命
保
険
の

相
談
を
受
け
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

仲
が
良
け
れ
ば
よ
い
ほ
ど
、
仕
事
の
営
業
は

控
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
S
さ
ま
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

「
信
頼
し
て
い
る
能
登
屋
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、

信
頼
で
き
る
友
人
だ
か
ら
こ
そ

信
頼
で
き
る
友
人
だ
か
ら
こ
そ

生
命
保
険
の
相
談
を
し
た
か
っ
た

生
命
保
険
の
相
談
を
し
た
か
っ
た

相
談
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
お
互
い
に
家
族
の

こ
と
や
仕
事
の
こ
と
な
ど
を
知
り
尽
く
し
て
い

る
の
で
、
安
心
で
し
た
。
私
の
仕
事
や
生
活
に

あ
っ
た
生
命
保
険
を
提
案
し
て
く
れ
、
保
障
内

容
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
加
入
後
は
、
想
像
し
た
以
上
の
安

心
感
が
あ
り
ま
し
た
」

そ
れ
か
ら
2
年
後
、
S
さ
ま
は
事
故
に
見
舞

わ
れ
た
の
で
す
。

「
事
故
の
瞬
間
は
、
激
痛
は
感
じ
ず
、
腕
を
失

く
す
こ
と
だ
け
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

た
だ
た
だ
『
終
わ
っ
た
な
』
と
い
う
絶
望
感
し

か
な
か
っ
た
で
す
」

事
故
の
連
絡
を
受
け
た
奥
様
は
、
す
ぐ
に
能

登
屋
さ
ん
に
電
話
を
し
た
と
、
S
さ
ま
は
後
に

聞
か
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
妻
は
か
な
り
動
揺
し
、
一
番
に
話
を
聞
い
て

も
ら
い
た
い
能
登
屋
さ
ん
に
泣
い
て
電
話
を
し

た
そ
う
で
す
。
能
登
屋
さ
ん
は
事
故
後
の
生
命

保
険
の
手
続
き
だ
け
で
な
く
、
妻
に
ず
っ
と
寄

り
添
い
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
が

生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
能
登
屋

さ
ん
夫
婦
は
、
わ
が
家
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ

て
い
た
で
し
ょ
う
」

生
命
保
険
で
は
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ
保
険

料
の
払
込
免
除
に
な
り
ま
し
た
。

「
事
故
後
は
、
同
じ
よ
う
な
保
障
内
容
の
生
命

保
険
加
入
は
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

入
院
を
経
験
し
て
、
医
療
費
だ
け
で
な
く
生
活

費
や
子
育
て
費
な
ど
多
く
の
お
金
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
一
生
涯
保
障
が
受

け
ら
れ
る
内
容
な
の
で
、将
来
的
に
安
心
で
す
。

自
営
を
し
て
い
る
妻
も
経
営
者
と
し
て
必
要
な

16
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生
命
保
険
に
加
入
し
、
能
登
屋
さ
ん
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
」

S
さ
ま
が
失
っ
た
右
腕
は
、利
き
腕
で
し
た
。

事
故
後
の
入
院
生
活
で
は
、
治
療
と
と
も
に
、

義
手
を
装
着
し
て
生
活
や
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
の
過
酷
な
リ
ハ
ビ
リ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
入
院
中
は
腕
の
し
び
れ
や
痛
み
で
3
回
手
術

を
し
ま
し
た
。
痛
み
や
し
び

れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
薬

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
リ
ハ
ビ

リ
は
腕
の
筋
肉
強
化
や
ス
ト

レ
ッ
チ
、
腫
れ
が
引
い
た
段

階
で
義
手
を
装
着
し
て
、
左

手
で
箸
を
使
っ
た
り
文
字
を

書
い
た
り
。
生
活
や
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の

訓
練
を
し
ま
し
た
」

退
院
し
て
1
ヵ
月
間
は
、

自
宅
療
養
し
ま
し
た
。

普
通
に
接
し
て
く
れ
た
周
り
の
人
た
ち
の

普
通
に
接
し
て
く
れ
た
周
り
の
人
た
ち
の

存
在
が
心
の
励
み
に

存
在
が
心
の
励
み
に

「
家
で
は
義
手
を
外
す
の
で
、娘
は
最
初
戸
惑
っ

て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
ま
し
た
。
小
さ

い
な
が
ら
も
、
お
風
呂
で
背
中
を
流
し
て
く
れ

る
な
ど
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
」

仕
事
復
帰
は
現
場
か
ら
事
務
職
に
異
動
。
会

社
で
は
障
が
い
者
と
し
て
雇
用
が
継
続
さ
れ
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
は
新
し
い
仕
事
内
容
に
四
苦

八
苦
し
た
そ
う
で
す
。

「
パ
ソ
コ
ン
作
業
も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

片
手
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
で
も
仕
事

仲
間
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
で
き
る
だ
け
人
に
甘
え

ず
、
自
分
の
限
界
ま
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
会
社
の
一
員
と

し
て
役
に
立
て
る
人
材
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
、
や
れ
る
こ

と
は
す
べ
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

Ｓ
さ
ま
の
趣
味
は
「
娘
と

の
時
間
」。
一
緒
に
、
ア
イ

ド
ル
の
動
画
や
高
校
生
の
恋

愛
リ
ア
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
を
見

な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時

間
が
、
至
福
の
ひ
と
時
。
若
返
り
の
秘
訣
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
家
族
だ
け
で
な
く
、
事
故
後
も
周
り
の
人
た

ち
は
普
通
に
接
し
て
く
れ
、
花
見
や
海
水
浴
な

ど
の
毎
年
の
行
事
は
す
ぐ
に
復
活
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
心
の
励
み
に
な
り
、
こ
の
場
所
に
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
子

ど
も
達
の
成
長
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
は
減
り

ま
し
た
が
、
何
か
に
つ
け
て
会
う
機
会
を
作
っ

て
い
ま
す
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
地
域
行
事

な
ど
大
勢
の
集
ま
り
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

収
束
し
た
ら
、
会
え
な
か
っ
た
人
た
ち
と
再
会

し
た
い
で
す
」

最
後
に
能
登
屋
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
親
し
く
深
い
関
係
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
提
案
し
づ
ら
い
気
持
ち
が
あ

り
ま
し
た
。
S
さ
ま
の
生
命
保
険
加
入
は
、
私

の
入
社
3
年
目
で
し
た
。こ
の
経
験
を
通
し
て
、

万
が
一
の
と
き
に
困
っ
て
ほ
し
く
な
い
人
に
対

し
て
、
物
怖
じ
せ
ず
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
だ
と
切
実
に
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
細
や
か
な
心
遣
い
で
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」



は
年
金
）
の
形
で
受
け
取
る
し
く
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ｉ
Ｄｅ
Ｃｏ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、2
0
2
2
年

5
月
か
ら
は
最
長
65
歳
ま
で
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
加
入

し
、
掛
金
を
拠
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　

た
だ
し
、
60
歳
時
点
の
加
入
期
間
が
10
年
未
満

の
場
合
は
、
受
給
開
始
時
期
が
段
階
的
に
後
ろ
に

ず
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
50
歳
以
降
に
ｉ
Ｄ

ｅ
Ｃ
ｏ
を
ス
タ
ー
ト
し
た
場
合
は
、
受
給
開
始

時
期
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
制
度
改
正
を
受
け
て
、
60
歳
の
方
が
新
た
に

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
を
始
め
る
場
合
、受
給
開
始
は
「
加

入
か
ら
５
年
経
過
後
」
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

60
歳
で
加
入
す
れ
ば
65
歳
か
ら
、
63
歳
で
加
入

す
れ
ば
68
歳
か
ら
の
受
給
開
始
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
読
ん
で
、「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は

長
期
で
や
ら
な
い
と
意
味
が
な
い
の
で
は
？
」
と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
掛
金
を
拠
出
で
き
る
の

は
65
歳
に
な
る
ま
で
で
す
が
、
60
歳
で
再
雇
用
と

な
り
、
65
歳
で
退
職
す
る
ま
で
の
５
年
の
間
に
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
を
利
用
す
れ
ば
、
そ
の
間
の
掛
金
は
す

べ
て
所
得
控
除
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
を
低

く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
60
歳
か
ら
の
再
雇
用
に
よ
り
、
所
得
税

率
５
％
・
住
民
税
率
10
％
の
収
入
と
な
っ
た
人
が
、

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
月
１
万
円
（
年
12
万
円
）
の
掛
金

を
拠
出
し
た
場
合
、
５
年
間
の
累
計
減
税
額
は

９
万
円
（
12
万
円
×
15
％
×
５
年
）
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
再
雇
用
な
ど
で
働
く
場
合
、
所
得

控
除
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
降
は
新
た
な
掛
金
こ
そ
拠
出
で

き
ま
せ
ん
が
、
75
歳
ま
で
は
非
課
税
で
運
用
を
続

け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
す
ぐ
に
使
う
あ
て
の
な

い
お
金
で
あ
れ
ば
、
運
用
継
続
に
よ
る
複
利
効
果

も
期
待
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

60
歳
以
降
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
加
入
で
き
る
の
は
厚

生
年
金
の
加
入
者
や
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
と

い
う
条
件
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
条
件
を
満
た

す
の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
利
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

所
得
控
除
や
最
長
15
年
非
課
税
の

メ
リ
ッ
ト
は
60
歳
か
ら
で
も
生
か
せ
る

老
後
の
「
自
分
年
金
」
を
作
る
お
得
な
制
度
と

し
て
話
題
の
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
（
イ
デ
コ
・
個
人
型
確

定
拠
出
年
金
）。
こ
れ
は
自
分
で
出
し
た
掛
金
を
、

定
期
預
金
や
保
険
・
投
資
信
託
と
い
っ
た
形
で
運

用
し
、
60
歳
以
降
に
そ
の
成
果
を
一
時
金
（
ま
た

60 歳で iDeCo に加入。
短期間では意味がない？
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子どもたちが里親の元で　　　　　　
幸せに生活できるように

愛媛県協会の今年度のテーマは、未来ある子ども
たちへの支援です。
以前、愛媛県内全域の児童福祉施設で暮らしてい
る子どもたちに支援を行いたいという思いで、愛
媛県社会福祉協議会を通じて愛媛児童福祉施設連
合会に愛のドリーム募金より 10万円を寄付した
経緯があります。
その際に、近年の児童養護施設を取り巻く環境の
変化や、今後の支援のあり方など多くのお話を伺
うことができ、愛媛県協会としても継続的に子ど
もたちへの支援を続けていこうと決意することが
できました。
今後、里親率
を高めていき
たいという国
の方針のもと、
愛媛県内の
里親会と連携し、支援をしていきたいと考えてい
ます。
具体的には、子どもたちへの物品寄付をはじめ、
里親の方たちや子どもたちへのセミナーも行い、
マネーリテラシーの向上に貢献できればと考えて
おります。
家族と離れて暮らす子どもたちが、里親さんたち
のもとで幸せに生活してもらえるよう、また、将
来にとって大切な時間になるよう協力していきた
いです。

今年度はハイブリット開催も　　　　
視野に入れる

これまでの主な活動として、西日本豪雨災害の被
災地のみかん農家や、知的障がいのある方々の自
立や社会参加を目的とする「スペシャルオリンピッ
クス日本・愛媛」でのボランティア活動、がん患
者さんやそのご家族の支援を目的とするリレー・
フォー・ライフへの参加を行っています。
また、通常は年に2回のセミナーも開催しており、
外部講師をお
招きし、広く社
会に貢献でき
るよう、保険
営業職員として
の「あり方」を
学んでいます。
今年度からは、リアルイベントとオンラインイベント
を組み合わせた、ハイブリッド開催も予定しています。
少しでも多くの方に賛同いただき、より充実した
活動を行っていきたいと思っております。

未来ある子どもたちのためにできることを考え、未来ある子どもたちのためにできることを考え、
行動に移していきます行動に移していきます
愛媛県協会　会長　和氣 安孝愛媛県協会　会長　和氣 安孝
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JAIFA VOICE
No. JAIFA 地方協会活動レポート

釧路市の釧路川に架かる、北海道三大
名橋の一つである幣舞橋（ぬさまいば
し）。名前はアイヌ語の「ヌサ・オ・マイ」

〈幣場の・ある・ところ〉が由来とされてい
る。幣場とは、神を祀るためのイナウ（木
幣）を立てて並べ、祭祀等の儀式を行う
場所のこと。橋の欄干には、それぞれ春・
夏・秋・冬を表す「四季の像」があり、シル
エットが幻想的で黄昏時には絶景の夕日
が見られる。

タオル1100 本を
社会福祉協議会へ寄贈しました

釧路協会では、愛のドリーム募金を通じて
福祉巡回車両を寄贈しています。年末にタオルを集め、
2 月、3 月に地方、地元の社会福祉協議会にお届けしています。

● レポーター　渡辺　知子
（釧路協会会長／マニュライフ生命）

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、なかなか思うような
活動ができなくても、何かできることがないか等、幹事皆で意
見を出しあっています。
今年も社会貢献活動として、タオル 1100 本を社会福祉協議会
へ寄贈しました。白いタオルは使い勝手が良く、児童が多い学
園などでは、重宝されていらっしゃるようでとても喜ばれ、私
たちも嬉しく思います。また、2021 年 10 月には、ワンコイン
セミナーでの会費を「シマエナガの絵本」作成の協力金として
寄贈しました。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、普段の仕事や
JAIFA の活動においても制限のある中ですが、今できる
ことを考え、社会貢献活動をして
いきたいと考えています。
2022 年度は「JAIFA 釧路協会」
の仲間を一層増やすべく、非会員、
一般の方々と一体になる活動を目
指します。

たくさんのタオルが子供たちの手に
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推計人口 8 万 349 人

（2020 年 10 月 1 日現在）

釧路市

社会貢献委員会では、社会貢献活動事業の一環として、「未使用のタオル」、
「使用しなくなったメガネ」、「カード類」の収集活動を展開しております。

2022年10月13日・14日に福岡で開催するJAIFA創立60周年記念大会in福岡に向けて、
全国の皆様のご協力をお願い致します。

使用しなくなったメガネを
お持ちでしたらお譲り下さい。

現在使用していない
テレホンカードやプリペイドカード、
ハガキや切手などはございますか? 

●ハンドタオル、バスタオル等

●メガネ（老眼鏡やサングラスも可能です） 
使用しなくなったメガネ

●ハガキ、切手など
●カード類
　テレホンカード、クオカード、
　プリペイドカードなど

但し、レンズ、フレームに破損箇所があるもの、
100円ショップで購入した商品はご遠慮下さい。

※JAIFA創立60周年記念大会in福岡の開催地
である福岡県内の福祉施設等の活動に役立て
ていただけるように、寄贈致します。

※NPOを通じ経済的に余裕のない国や大きな
災害時に被災地にお送りし役立てていただく
ことができます。

※社会福祉施設で作業することにより対価
がもらえたり、施設で活用できます。社
会貢献活動での支援に活用して参ります。

〒103－0022  東京都中央区日本橋室町1－13－5日本橋貝新Ｎ.Ｙ.ビル6階  
JAIFA本部事務局  TEL（03）3241－6633

未使用のタオル

ご自宅に未使用タオルは
ございませんか? 

ハガキ、切手、
カード類

メガネ

回収方法
タオル、メガネ、カード類は、2022年10月13日・
14日のJAIFA創立60周年記念大会in福岡会場へ
ご持参いただくか、地方協会内でまとめて収集下
さい。
※カード類は有価証券のため、現金と同様に扱って下さい。

収集期間 2022年3月1日～2022年10月12日

問合せ先

こちらのチラシは、JAIFA ホームページ→「NEWS」にも掲載しておりますので、ダウンロードしてお使い下さい。

● タオル……………
● ハガキ、切手 ……
● テレホンカード類
● メガネ……………

1,866枚
50枚
16枚
226個

2022年広島大会回収実績

収集へご協力のお願い収集へご協力のお願い
タオル メガネ カード 類

JAIFA社会貢献委員会
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〒103－0022  東京都中央区日本橋室町1－13－5日本橋貝新Ｎ.Ｙ.ビル6階  
JAIFA本部事務局  TEL（03）3241－6633

未使用のタオル
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ございませんか? 

ハガキ、切手、
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メガネ

回収方法
タオル、メガネ、カード類は、2022年10月13日・
14日のJAIFA創立60周年記念大会in福岡会場へ
ご持参いただくか、地方協会内でまとめて収集下
さい。
※カード類は有価証券のため、現金と同様に扱って下さい。

収集期間 2022年3月1日～2022年10月12日

問合せ先

こちらのチラシは、JAIFA ホームページ→「NEWS」にも掲載しておりますので、ダウンロードしてお使い下さい。

● タオル……………
● ハガキ、切手 ……
● テレホンカード類
● メガネ……………

1,866枚
50枚
16枚
226個
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